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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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11
月

下記日程は支部会館を休館します。

11月17日（木）10時～12時

12月15日（木）10時～12時

（要予約）

12月２日(金）終日　書記局会議

土・日・祝日も休館

無料経営相談会

支部会館休館のお知らせ

▼
私
は
工
務
店
を
や
っ
て
い
ま

す
が
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
ま
だ

終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
材
料
の

な
か
に
は
５
割
増
し
に
も
な
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ほ

か
の
物
価
も
上
が
る
一
方
。
今

年
１
月
に
は
１
１
５
円
だ
っ
た

１
ド
ル
が
10
月
に
は
１
５
０

円
の
大
台
に
乗
る
円
安
ド
ル

高
も
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
や

ら
。
▼
コ
ロ
ナ
も
ま
だ
収
束
し

た
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
▼

暗
い
話
ば
か
り
の
と
こ
ろ
に
、

な
ん
と
国
は
保
険
証
の
廃
止

＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
事

実
上
強
制
ま
で
言
い
だ
し
ま

し
た
。
▼
健
康
保
険
の
制
度

は
続
け
る
と
い
い
ま
す
が
、
保

険
証
が
な
く
な
れ
ば
東
京
土

建
国
保
で
の
仲
間
の
結
び
つ

き
も
減
り
ま
す
。
土
建
の
危

機
で
す
。
そ
の
う
え
国
は
健
康

保
険
制
度
す
べ
て
の
一
元
化
と

そ
の
先
に
廃
止
を
狙
っ
て
く
る

の
で
す
。
▼
私
の
父
・
重
則
は

組
合
の
初
期
か
ら
の
組
合
員

で
、
仲
間
の
運
動
で
土
建
国
保

や
今
の
制
度
を
勝
ち
取
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
守
り
、

未
来
の
仲
間
た

ち
に
も
引
き
継

い
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
▼
庶
民
い

じ
め
の
イ
ン
ボ

イ
ス
も
中
止
さ

せ
る
、
そ
う
い

う
運
動
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
父も勝ち取った土建国保を

（伊藤和則・常任執行委員）

秋の拡大月間

防災セミナー
ドローン学習会２

11月に土建まつり３

くたばれインボイス３

防災セミナーとドローン学
習会を開催。その内容を紹
介します。

11月27日に、支部最大のイベ
ント東京土建まつりを３年ぶり
に開催します。

零細業者・フリーランスの死
活問題、消費税のインボイ
ス。まだ止められます。トーク
イベントのご案内。

組合の仲間の輪さらに
助け合いの力もそれ以外の力も

　10月26日、組合からは鎗田委員長はじめ７人、区から
は区長と経理課長が参加し、２回目となる岸本さとこ区
長との懇談をおこないました。区長からも公契約条例は
じめ多くの議題で質問が相次ぎ、当初30分の予定が約一
時間の懇談となりました。
　消費税インボイス制度では区長からも区でできること
を模索しているとの話がされました。
　物価高に対する杉並区独自の助成制度の要望には、今
以上の制度拡充は「難しい」との話もありましたが、リ
フォーム助成など区民と事業者にメリットのある制度の
拡充へ、住宅課の意見も聞き議会でも検討していきたい
との前向きな返答。アスベスト調査・除去費用については
公約どおり必ず制度を創設するとの力強い返事でした。
　来年４月23日は区議選の投票日。区民のための区政実
現には区議を監視し投票するのも大切です。

岸本区政で既に実現した新政策

①４月にさかのぼって給食費の減額

②区長公用車アルファードの廃止（契約満了まで

は複数職員が移動するときに活用）

③区民の声を聞く…「聴っくオフ・ミーティング」や

「さとことブレスト」など、区民の区政への第一歩

10.26　区長と懇談
アスベスト調査への助成へ
住宅リフォーム助成も
前向きな姿勢

【
角
田
幸
司
組
織
部
長
】
８

月
下
旬
か
ら
取
り
組
ん
だ
秋

の
仲
間
づ
く
り
月
間
も
10
月

31
日
で
終
了
し
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
、
春
に
続
き
目
標
を
上
回

る
１
４
０
人
の
新
た
な
仲
間

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

「
数
と
つ
な
が
り
」

強
め
た
月
間

　

11
月
当
初
の
支
部
人
員

は
１
月
当
初
人
員
ま
で
30
人

に
迫
る
３
、
１
７
５
人
で
す
。

建
設
業
従
事
者
全
体
が
減

少
す
る
中
で
の
こ
の
到
達
は
、

仲
間
の
み
な
さ
ん
の
ご
奮
闘

の
賜
物
で
す
。

　

10
月
27
日
に
開
催
し
た

感
謝
の
夕
べ
は
、
支
部
会
館

と
８
分
会
セ
ン
タ
ー
を
Ｗ
Ｅ

Ｂ
で
つ
な
い
で
開
催
。
鎗
田

委
員
長
の
ほ
か
、
本
部
を
代

表
し
て
挨
拶
し
た
中
村
隆
幸

本
部
執
行
委
員
長
か
ら
も
、

奮
闘
へ
の
感
謝
と
ね
ぎ
ら
い

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
月
間
は
８
月
21
日

の
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
で
の
組

合
員
交
流
会
＆
出
陣
式
に
始

ま
り
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
チ
ラ
シ

と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
持
っ
て
の

組
合
員
訪
問
、
石
綿
調
査
者

や
作
業
主
任
、
特
別
教
育
な

ど
の
案
内
、
事
業
所
訪
問
な

ど
に
も
取
り
組
み
、
仲
間
の

数
と
つ
な
が
り
の
双
方
を
強

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

加
入
理
由
は
さ
ま
ざ
ま

そ
の
後
の
つ
な
が
り
を

　

月
間
で
は
、
東
京
土
建
国

保
に
魅
力
を
感
じ
て
再
加
入

し
た
方
や
資
格
講
習
で
加
入

し
た
方
が
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
月
間
で
分
会
ご

と
に
旅
行
や
レ
ク
、
若
手
交

流
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
お
こ
な
っ
て
深
め
た

交
流
を
さ
ら
に
広
げ
、
仲
間

を
増
や
し
、
支
え
合
い
の
力

も
強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
12
月
１
日
夜
に
新
加

入
者
歓
迎
会
を
お
こ
な
い
ま

す
。
組
合
を
う
ま
く
活
用
す

る
第
一
歩
で
す
。
ぜ
ひ
声
を

か
け
合
い
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

建前ミニ上棟式もやります

11月27日（日）は杉並第十小＆蚕糸の森公園へ
　

11
月
27
日
（
日
）
、
３
年
ぶ
り
に
東
京
土
建
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

支
部
50
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て

２
０
０
０
年
秋
に
第
１
回
の
ま
つ
り
を
開
催
し
て

か
ら
20
年
以
上
。
完
全
に
地
域
に
定
着
し
た
、
支

部
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
（
70
周
年
誌
70
〜
71

ペ
ー
ジ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
）
。

　

新
築
を
祝
う
建
前
・
上
棟
式
を
模
し
た
餅
ま
き

を
２
０
０
４
年
か
ら
始
め
、
ジ
ャ
ン
ボ
工
作
教
室

に
加
え
て
左
官
や
塗
装
体
験
や
重
機
の
運
転
体
験

な
ど
も
お
こ
な
う
よ
う
に
な
り
、
建
設
業
な
ら
で

は
の
イ
ベ
ン
ト
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
食
べ
物
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
任
せ
る
こ

と
に
な
り
、
分
会
の
仲
間
は
建
設
な
ら
で
は
の
企

画
に
さ
ら
に
集
中
す
る
予
定

で
す
。

　

ご
家
族
、
ご
近
所
の
方
に

も
声
を
か
け
、
大
勢
の
ご
参

加
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

11
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

杉
並
第
十
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
＆

蚕
糸
の
森
公
園
（
東
高
円
寺
駅
徒
歩
１
分
）

と
き

会
場

集
ま
ろ
う
！
３
年
ぶ
り

東
京
土
建
ま
つ
り
に

８月～12月の新加入者と紹介者などが
対象です（個別にご案内も送ります）。

新加入者歓迎会

12月１日（木）よる７時～
支部会館３階場所

月間加入目標：129人
　　　　加入：140人
【超過達成分会】阿佐谷・浜福
【達成分会】井荻・西荻・富士見・
　　　　  　中央・高和・泉南

2022年 秋の月間

配
信
元
の
支
部
会
館
側

感
謝
の
夕
べ
で
の
高
和
分
会

全分会が
目標達成

岸本さとこ区長に東京土建まつりのチラシも渡して懇談

角田組織部長

第20回
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ドローンの有効性と弱点

安全な高所点検や補修が可能

今のうちに資格取得しては

火災共済・地震共済

災
害
と

防
災

　

今
年
も
大
き
な
爪
痕
を
日
本

中
に
残
し
た
台
風
が
や
っ
と
静
ま

り
、
気
象
災
害
に
は
安
堵
し
て
い

た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
寒
気
と

乾
燥
し
た
日
が
続
く
季
節
に
。
私

の
と
こ
ろ
に
く
る
雨
漏
り
の
相
談

は
減
っ
て
き
た
も
の
の
、
今
度
は

火
災
が
心
配
で
す
。
木
造
密
集
地

域
の
多
い
杉
並
で
は
な
お
さ
ら
で

す
。
大
き
な
火
災
が
起
き
な
い
よ

う
、
個
々
の
注
意
も
ま
た
防
災
の

大
き
な
役
割
で
す
。
ご
自
宅
で
の

初
期
消
火
の
た
め
、
キ
ッ
チ
ン
な

ど
の
近
く
に
は
消
火
器
の
備
え
を

お
願
い
し
ま
す
。
ポ
ー
タ
ブ
ル
型

の
簡
易
的
な
も
の
も
有
効
で
す
。

　

さ
て
、
今
月
は
路
（
道
）
に
つ

い
て
、
防
災
の
面
か
ら
少
し
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
道
は
ま
ち
の

脈
で
も
あ
り
、
交
通
の
利
便
性
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
個
人
の
い
ろ

い
ろ
な
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
幼
少
の
頃
か
ら
よ
く
知
っ
て

い
る
道
で
舗
装
さ
れ
た
り
、
幅
が

拡
が
っ
た
り
、
ま
た
は
周
囲
に
ビ

ル
が
立
ち
並
ん
だ
り
と
、
そ
の
様

子
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、

路
（
道
）
に
お
い
て
は
人
は
意
外

と
思
い
出
と
し
て
忘
れ
て
い
な
い

も
の
で
す
。

　

災
害
時
に
緊
急
車
両
が
通
行

で
き
な
く
て
災
害
が
広
が
っ
て
し

ま
う
、
と
い
う
致
命
的
な
原
因
を

取
り
除
く
た
め
そ
の
道
幅
を
拡
げ

る
都
市
計
画
を
定
め
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
（
杉
並
区
に
も
）
。

防
災
の
た
め
に
は
道
幅
を
広
げ
る

の
は
大
切
で
す
が
、
そ
の
道
が
災

害
時
に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る

べ
き
か
な
ど
、
日
頃
そ
の
地
域
の

人
は
そ
の
路
（
道
）
の
こ
と
を
路

地
裏
も
含
め
想
像
し
な
が
ら
歩
い

て
み
る
こ
と
も
大
切
と
思
い
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
古
い
家
屋
の
倒

壊
が
な
い
か
な
ど
の
安
全
性
を

知
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
路

（
道
）
を
ど
う
い
う
人
が
利
用
し

て
い
る
の
か
、
災
害
時
に
避
難
弱

者
が
い
な
い
か
な
ど
道
を
通
じ
て

地
域
を
知
る
こ
と
が
地
域
防
災
に

つ
な
が
り
ま
す
。
避
難
所
ま
で
の

路
（
道
）
は
ぜ
ひ
よ
く
知
っ
て
お

い
て
く
だ
さ
い
（
最
近
起
き
た
韓

国
・
ソ
ウ
ル
の
人
災
、
あ
の
事
故

も
道
路
の
認
識
に
甘
さ
が
あ
っ
た

と
報
じ
ら
れ
ま
す
）
。

　

杉
並
支
部
は
災
害
時
の
共
助
・

協
働
の
担
い
手
と
し
て
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
に
す
る
活
動
拠

点
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
10
月
21

日
に
支
部
で
行
わ
れ
た
防
災
セ
ミ

ナ
ー
で
、
講
師
の
方
が
強
調
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
避
難
所
の
収
容
人

員
の
制
限
や
衛
生
設
備
な
ど
の
不

足
に
よ
り
在
宅
避
難
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
自
宅
へ
の

備
蓄
（
水
や
食
料
な
ど
）
が
大
切

で
す
。
み
な
さ
ま
に
も
平
成
27
年

に
全
戸
配
布
さ
れ
た
黄
色
の
冊
子

『
東
京
防
災
』
も
、
ぜ
ひ
一
読
し

て
自
助
の
備
え
を
第
一
に
担
保
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
『
東
京
防

災
』
は
都
防
災
Ｈ
Ｐ
で
も
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

防
災
士
が
語
る

青
木
隆
之
防
災
士

防
災
の
視
点
か
ら

路
（
道
）
に
つ
い
て

考
え
よ
う

10
・
21

平
素
の

備
え
家
具
固
定
か
ら

10
月
21
日
（
金
）
の
19
時
か
ら
支
部
会
館
で
東

京
防
災
学
習
セ
ミ
ナ
ー
を
、
ま
ち
の
救
助
隊
ビ
ー

バ
ー
ズ
の
活
動
と
し
て
開
催
。
27
人
が
参
加
し
、

首
都
直
下
地
震
へ
の
備
え
に
関
す
る
講
演
D
V
D

を
視
聴
し
書
籍
『
東
京
防
災
』
も
引
き
な
が
ら
学

び
ま
し
た
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
…

①
直
接
死
…

家
具
の
下
敷
き
や
火
災

か
ら
の
逃
げ
遅
れ
。

②
災
害
関
連
死
…

震
災
当
初
は
生
き
延
び

て
も
肉
体
的
・
精
神
的

負
担
と
心
疾
患
や
ケ
ガ

か
ら
認
知
症
悪
化
、
孤

独
な
ど
か
ら
死
に
至
る

（
熊
本
地
震
で
は
死
者
の

８
割
が
災
害
関
連
死
）
。

【吉田康典・ビーバーズ隊長】
まず自分がケガをしないこと。

そして身の回りの人から助け

ていく、そのためには家具の固

定や飲食物・トイレの備蓄な

ど、日常の備えが大切です。こ

の機会に改めて自分の備えを

見直してみてください。

【倉田文男厚生文化部長】家具の固定や住宅
耐震補強などは被害を予防するための対策で
すが、被害が生じてしまった時の生活再建の
ための金銭的な備えもしておきましょう。
　台風被害での風水害は火災共済で保障がか
けられます。地震に起因して発生した火災被
害は「火災共済」は対象外ですので、地震共
済の加入が必要です。

　いま流行のドローンは垂直方向への
移動・安定性に富み、撮影、点検では
極めて有効。一方で重力に抗い続ける
ため、大型化や重量物の輸送は苦手。
風雨にも弱い。

　火災…（木造） 3,000円 （鉄筋） 1,500円
　地震…（木造）16,500円 （鉄筋）10,000円

補償500万円あたりの年掛金は

金銭面でも備えよう

自分を守り
仲間を守る

10.23
ドローン学習会

38人参加

10
月
23
日
（
日
）
38
人

の
参
加
で
、
ド
ロ
ー
ン
学

習
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
支
部
会
館

３
階
で
座
学
で
し
た
。
赤

外
線
カ
メ
ラ
と
可
視
光
カ

メ
ラ
を
用
い
る
こ
と
で
雨

漏
り
や
断
熱
効
果
、
家
屋

調
査
や
老
朽
化
イ
ン
フ
ラ
、

太
陽
光
発
電
施
設
の
故
障

ス
ポ
ッ
ト
、
農
地
・
山
林
の

状
態
管
理
、
農
薬
散
布
な

ど
に
有
効
で
あ
る
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

大
規
模
な
修
繕
に
は
向
か

な
い
け
れ
ど
、
外
壁
の
破

損
箇
所
を
見
つ
け
、
ロ
ー

プ
作
業
で
そ
の
部
分
だ

け
を
修
理
す
る
よ
う
な
工

法
に
は
ぴ
っ
た
り
で
あ
る

こ
と
、
実
際
に
修
理
作
業

の
で
き
る
職
人
自
身
が
ド

ロ
ー
ン
を
操
作
で
き
る
こ

と
が
、
施
主
の
信
頼
を
得

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
こ

と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

午
後
に
は
３
機
の
ド

ロ
ー
ン
を
使
い
、
参
加
者

全
員
が
短
時
間
な
が
ら
、

実
際
に
産
業
用
ド
ロ
ー
ン

を
操
作
。
そ
の
安
定
性
に

驚
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
旧
事
務
所
に

移
動
し
、
屋
外
で
の
実
演
。

飛
行
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン

か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
送

ら
れ
る
画
像
を
パ
ソ
コ
ン

で
確
認
し
た
仲
間
た
ち
か

ら
は
、「
想
像
し
て
い
た

よ
り
ず
っ
と
す
ご
い
」「
こ

ん
な
に
安
定
し
て
い
る
と

は
」
と
驚
き
の
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

　

便
利
な
ド
ロ
ー
ン
で
す

が
、
飛
行
に
は
ラ
イ
セ
ン

ス
が
必
要
。
今
年
の
12
月

か
ら
は
国
家
資
格
が
で
き

る
予
定
。
今
の
う
ち
に
資

格
を
と
る
と
優
遇
の
可
能

性
あ
り
。
支
部
に
相
談
を
。

旧事務所で点検の実演（棟にドローン）

室内で飛行体験

真剣に考えることが大切

モニターを見ながらの学習

防
災
セ
ミ
ナ
ー

　

３
つ
の
対
策

①
耐
震
補
強
…

　

せ
め
て
寝
室
だ
け
で
も
。

②
出
火
防
止
…

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
が
有
効
。

③
家
具
の
固
定
…

Ｌ
字
金
具
が
基
本
。つ
っ

ぱ
り
棒
は
傾
斜
板
や
天

井
補
強
と
セ
ッ
ト
で
。

　

こ
れ
で
自
宅
で
の
避
難

生
活
が
可
能
＝
災
害
関
連

死
の
リ
ス
ク
が
大
幅
減
少
。

自
分
た
ち
で
災
害
の
前
に

で
き
る
対
策
で
あ
る
。

　

在
宅
避
難
へ
の
備
え

①
水
…

飲
用
だ
け
で
１
日
に
３

ℓ
必
要
。
生
活
用
水
は

　

首
都
直
下
地
震

　

Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
内
陸
型

地
震
は
２
０
０
〜
３
０
０

年
に
４
〜
５
回
。
い
つ
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
。

　

肝
心
な
心
構
え

　

ま
ず
２
つ
の
死
の
危
険

か
ら
自
分
と
家
族
の
身
を

守
る
。

風
呂
お
け
に
た
め
て
。

②
食
料
・
嗜
好
品
…

非
常
食
に
し
な
い
で
食

べ
慣
れ
る
べ
き
。
嗜
好

品
は
心
の
健
康
に
有
効
。

③
調
理
・
暖
房
器
具
…

電
気
・
都
市
ガ
ス
は
使

え
な
い
。
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
が
有
効
。

④
ト
イ
レ
…

衛
生
面
、
精
神
面
で
も

極
め
て
大
切
。
流
さ
な

い
も
の
が
い
い
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
は

　

ま
ず
「
落
ち
着
け
」
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
。

家
に
あ
る
『
東
京
防
災
』

も
読
み
返
し
て
。
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11
月
当
初
人
員
３
、１
７
５
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

德
本　

達

井

荻

再
加
入

金
子　

裕
也

井

荻

明
道　

和
弘

井

荻

森
本　

法
男

西

荻

砂
川　

知
輝

左
官

と
び

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

冷
暖
房

土
木
・
舗
装

西

荻

鶴
郷　

英
司

電
気

富
士
見

塩
入　

康
雄

板
金

富
士
見

永
井　

正
明

板
金

富
士
見

永
井　

正
明

中
島
　
辰
弥

平
田
　
聖
和

藤
原
　
大
介

塩
入
　
佳
代

永
井
　
宏
子

永
井
　
昭
司

永
井
　
滉
大

板
金

富
士
見

永
井　

正
明

小
林　

ひ
か
り

床
・
内
装

富
士
見

小
島　

麻
友

師
岡　

幸
子

ブ
ロ
ッ
ク

富
士
見

師
岡　

寛

大
野

達
也

床
・
内
装

富
士
見

直
接
加
入

高
松　

大
祐

設
計
・
製
図

阿
佐
谷

青
木　

隆
之

藤
﨑　

恵
里
花

建
物
サ
ー
ビ
ス

阿
佐
谷

藤
﨑　

将
士

明
石　

裕
太

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

齋
藤　

孝
志

澤　

弥
由

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

中

央

澤　

康
太
郎

白
石　

隆
司

床
・
内
装

中

央

當
摩　

賢
司

樋
野　

竜
彦

床
・
内
装

浜

福

縫
村　

信
秋

縫
村　

玉
江

左
官

浜

福

縫
村　

信
秋

富
田　

康
太
郎

電
気

浜

福

縫
村　

信
秋

鈴
木　

一
真

電
気

浜

福

縫
村　

信
秋

荒
木　

良
介

電
気

浜

福

縫
村　

信
秋

小
野　

航
太

鉄
骨

浜

福

早
川　

豪
紀

陣
野　

美
子

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

高

和

直
接
加
入

鈴
木　

俊
伸

通
信

高

和

直
接
加
入

若
山　

隼
人

建
設
機
械
運
転

高

和

飯
岡　

秀
斗

三
浦　

拓
也

造
園

高

和

堀
内　

幸
雄

山
岸　

範
彦

建
物
サ
ー
ビ
ス

高

和

藤
田　

順
平

渡
邊　

孝
弘

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

企

業

吉
田　

香
太
郎

解
良　

精
一

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

企

業

吉
田　

香
太
郎

栗
林　

夏
未

冷
暖
房

企

業

吉
田　

香
太
郎

櫛
田　

希

冷
暖
房

企

業

吉
田　

香
太
郎

小
川　

翼

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

企

業

吉
田　

香
太
郎

竹
内

直
樹

鉄
筋

企

業

転
入

Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｕ
Ｎ
Ｇ

鉄
筋

企

業

濱
辺　

秋
彦

Ｋ
Ｙ
Ａ
Ｗ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｈ
Ｕ

鉄
筋

企

業

濱
辺　

秋
彦

Ａ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

鉄
筋

企

業

濱
辺　

秋
彦

Ａ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ

鉄
筋

企

業

濱
辺　

秋
彦

■塗装・防水・電気・営業■
【社員】
㈱しんせん

代表小笠原健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル１F

℡03-3311-2196

■塩ビシート専門■
【社員】
㈱ＵPstart
代表相澤秀明

杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝
代表市大介

杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F
℡03-3331-2281

■揚重工■
【社員】
秀英舎

代表飯岡秀斗
杉並区和田1-13-11-203
℡080-1230-6083

■鉄筋工■
【社員】

㈱浜辺鉄筋工業
代表浜辺秋彦
杉並区清水3-8-9
℡03-6913-6211

■現場管理■
【社員】
㈱佐藤工務店
代表佐藤雄一郎

杉並区高井戸西2-12-23
℡03-3334-0082

■造園■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表堀内幸雄

杉並区堀ノ内2-7-7プチシャンブル101
℡03-6677-7168

■空調・ダクト・電気■
【社員】
㈱拓海設備

代表ガセミアキバル
中野区弥生町2-36-15ＡＧビル

℡03-6382-8605

■現場管理■
【社員】

㈱エッジＰＬＡＮ
代表島田幹二朗
杉並区井草2-7-18
℡03-6454-7432

■はつり・解体工■
【社員】

デストラクション
代表穴澤司

杉並区堀ノ内3-48-55
℡070-6650-5851

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

10月22日（土）夜７時からおやじの会の交
流会を新高円寺のえん屋で開催し、22人が参
加しました。なかには組合の新聞で見かけた
高校時代の同級生と連絡をとって旧交を温め
た仲間も。12月にも開催を計画中です。

10月16日（日）、西荻分会は拡大中間決起
をデジキューBBQテラス吉祥寺コピス屋上
店でおこない31人が参加。若手の仲間が大
勢参加し、家族ぐるみでの交流ができました。
12月３日（土）に若手交流会も計画中です。

at杉並第十小グラウンド・蚕糸の森公園

東京土建まつりに参加を11
27

建設業ならではの企画充実

　

１
面
で
も
案
内
し
て
い

る
と
お
り
、
支
部
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
「
東
京
土
建
ま

つ
り
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

お
菓
子
を
ま
く
建
前

（
ミ
ニ
上
棟
式
）
を
は
じ
め
、

分
会
か
ら
も
木
製
コ
ー
ス

タ
ー
づ
く
り
や
鉄
筋
し
ば

り
、
丸
太
切
り
、
塗
装
、
タ

イ
ル
工
作
、
木
工
な
ど
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
出
ま
す
。

支
部
企
画
で
も
、
ジ
ャ
ン

ボ
工
作
教
室
の
ほ
か
例
年

大
人
気
の
重
機
（
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
）
体
験
や
高
所

作
業
車
体
験
な
ど
、「
建

設
職
人
」
な
ら
で
は
の
企

画
が
目
白
押
し
で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
企
画
も
、
バ

ン
ド
演
奏
や
ダ
ン
ス
な
ど

の
ほ
か
、
杉
並
名
物
の
阿

波
踊
り
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
誘
い
合
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

ジャンボ
工作教室

塗装体験
重機体験

高所
作業車
体験

11月27日（日）
午前10時～午後３時

杉並第十小学校グラウンド＆
蚕糸の森公園
（東高円寺駅徒歩１分…地図参照）

とき

会場

各
種
体
験
も
充
実

　中小零細業者、フリーランスに大打撃を

与える消費税のインボイス問題。11月24日

（木）に著名人も参加してのトークイベン

トがあり、杉並支部も協賛しています。テ

レビでも見かける荻原博子さんはじめ豪華

メンバーが出演。ぜひ大勢の参加でインボ

イス中止の機運を高めましょう。

止められる！インボイス
阿佐谷でトークイベント

集会案内

くたばれインボイス
杉並頂上決戦11.24

【チケット代】予約 1,000円
 　 当日 1,300円

（＋１ドリンク代）
【とき】11月24日（木）
　午後７時開始
【ところ】阿佐谷LOFT/A　阿佐ヶ谷駅南口徒歩２分
　詳しくは支部・奥村まで

おやじの会22人で交流

西荻は31人でBBQ

若手が大勢参加

旧交を温めた仲間も

保険証を廃止しマイナンバーカード
に一本化しようという違法な動きがあ
ります。強行されれば東京土建国保の
危機です。
紙の署名を今月配布します。
なお以下のネット署名（全労連アカ

ウント）も同じものですので、知り合い
の方にも広めてください。

保険証廃止の企みに

NOの署名を

各地で交流会開催
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中
心
で
し
た
が
野
丁
場
に
も
応
援
で

入
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
ま
し
た
。
以

後
10
年
以
上
、
荻
野
さ
ん
の
下
で
職
人

と
し
て
働
き
ま
し
た
。

　

仕
事
で
は
30
歳
で
独
立
し
、
35
歳
の

時
に
姉
の
紹
介
で
房
子
さ
ん
と
お
見
合

い
結
婚
。
お
か
げ
で
２
人
の
娘
、
２
人

の
孫
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
苦
楽
を
共
に

し
た
妻
は
10
年
ほ
ど

前
に
亡
く
な
り
ま
し

た
が
、
い
く
ら
感
謝
し

て
も
足
り
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

組
合
へ
は
18
歳
の
と

き
に
現
場
で
知
り
合
っ

た
仲
間
に
声
を
か
け
ら

れ
て
加
入
。
青
年
部
活

動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
野
辺
さ

ん
（
野
辺
秀
男
・
元
支

部
委
員
長
）
ら
多
く
の

仲
間
と
書
記
の
宮
崎

さ
ん
ら
が
盛
り
上
げ
て

い
て
、
楽
し
く
活
動
で

き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
の
ち
に
33
分
会

時
代
に
高
円
寺
南
分
会
で
分
会
長
、
13

分
会
体
制
に
な
っ
た
と
き
に
も
高
円
寺

分
会
の
分
会
長
、
支
部
の
常
任
執
行
委

員
も
務
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
支

部
が
２
、
０
０
０
人
か
ら
３
、
０
０
０
人

に
な
る
こ
ろ
に
は
拡
大
行
動
も
大
い
に

が
ん
ば
っ
た
も
の
で
す
。

　

最
近
は
仕
事
は
減
ら
し
、
趣
味
の
映

画
を
テ
レ
ビ
で
見
る
機
会
が
増
え
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
体
の
動
く
限
り
、
組

合
の
仲
間
の
た
め
に
も
活
動
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
取
材　

喜
多
正
之
】

　

私
は
福
島
県
会
津
若
松
の
出
身
で

す
。
漆
塗
の
工
房
で
５
人
き
ょ
う
だ

い
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

「
春は

る
お男

」
の
名
前
は
母
・
春
子
か
ら
一
文

字
も
ら
っ
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
豪
雪

の
会
津
だ
か
ら
こ
そ
の
雪
解
け
の
春
へ

の
思
い
も
込
め
ら
れ
て
の
こ
と
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

工
房
と
い
っ
て
も
父

の
ほ
か
職
人
は
数
人
。

会
津
漆
器
も
も
う
か
る

商
売
で
は
な
く
生
活
に

は
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
父
は
子
ど
も

の
頃
体
が
弱
か
っ
た
私

を
休
み
の
時
に
よ
く
山

に
連
れ
出
し
て
く
れ
て
、

登
山
（
山
菜
や
キ
ノ
コ

採
り
も
）
や
川
遊
び
な

ど
、
現
代
で
は
懐
か
し

が
ら
れ
る
よ
う
な
野
外

体
験
を
一
通
り
し
て
き
ま

し
た
。

　

長
男
長
女
は
家
を
継

ぎ
、
他
の
子
は
外
に
出
る
時
代
、
私
も

15
歳
で
就
職
に
。
知
人
の
縁
が
あ
っ
て

東
京
か
ら
塗
装
の
親
方
・
荻
野
さ
ん
が

迎
え
に
き
て
く
れ
て
杉
並
区
に
。
住
み

込
み
で
働
き
は
じ
め
ま
し
た
。

　

先
輩
職
人
に
も
学
び
な
が
ら
、
塗
装

の
仕
事
を
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。
町
場

豪雪のあとに春が来る

青年部時代から組合を

舟
ふなくぼ

窪 春
はる お

男さん　高和・塗装

10
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

１
１
２
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員

が
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
の
生
活
を
助
け
合

い
、
結
婚
や
出
産
、
仲
間
や

家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど

に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の
助

け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

藍
川　

眞
樹
（
西　

荻
）

山
崎　
　

憲
（
西　

荻
）

林　

謙
太
郎
（
阿
佐
谷
）

【
出
産
】

田
中　

誠
人
（
阿
佐
谷
）

園
部　

朝
海
（
中　

央
）

狩
野　

美
穂
（
浜　

福
）

【
成
人
】  

３
件

【
新
入
学
】

４
件

【
資
格
取
得
】

６
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

水
尾　

芳
子
（
富
士
見
）

飯
田　

邦
江
（
富
士
見
）

山
本　

淳
史
（
富
士
見
）

森
脇　

見
名
（
阿
佐
谷
）

ほ
か
81
件

【
住
宅
災
害
見
舞
金
】１

件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

長
谷
川
秀
夫
（
井　

荻
）

高
橋
ミ
ツ
ヨ
（
中　

央
）

笹
本　

忠
雄
（
高　

和
）

【
家
族
死
亡
】

４
件

  土建国保の加入者には１年度に１回、宿泊旅

行に3,000円（65歳以上は5,000円）の補助があ

ります。申請用紙は「国保ガイド」についてい

るほか、国保組合のHPからも印刷できます。

※75歳以上の組合員と配偶者には、組合の共済

から宿泊旅行補助があります。

土建国保のトクトク情報

国内宿泊旅行に
補助

親
睦
の
秋

分
会
旅
行
も
続
々

　泉南分会は10月２日に36人で静岡方面
へ。2019年10月の八景島以来３年ぶりの
分会バス旅行。快晴好天に恵まれ、三島ス
カイウォーク、韮山で反射炉ビアレストラ
ン、その後、中伊豆ワイナリーを巡ってき
ました。

　中央分会は10月23日に33人で秋川渓谷
の秋川国際マス釣り場へ。自然の川を活か
した釣り場に糸を垂らし、釣り上げたマス
をさっそく焼いてのバーべキュ―。帰路に
は道の駅八王子滝山でお土産もしっかり買
い、秋の一日を楽しみました。

　阿佐谷分会は10月９日に25人で埼玉・
秩父方面へ。まず長瀞にて、下流で荒川に
つながる長瀞川のライン下り。意外な激流
を楽しみ、小松沢レジャー農園ではシイタ
ケ狩り、バーベキュー、さらにブドウ狩り
まで満喫した一日でした。

10.2 泉南分会・三島スカイウォーク

10.9 阿佐谷分会・秩父長瀞ライン下り

10.23 中央分会・秋川渓谷マス釣り

舟窪 春男さん


